
―  ３２  ―

花 巻 中 学 校　　　 花巻北中学校　　　

≪主な沿革≫

昭和２２年４月　里川口に創立

昭和３０年１月　文部省建築モデルスクールとして

現在地に新築移転

昭和６３年４月　花巻北中学校新設により、学区再

編

平成元年２月　学校給食共同調理場完成

平成７年８月　新校舎完成

平成１４年７月　プール完成

平成１９年４月　ホットスプリングスミドルスクー

ル姉妹校調印

平成２２年１月　大連市西崗区訪問団来校

平成２３年１１月　国立教育政策研究所・花巻市教育

委員会指定「魅力ある学校づくり

調査研究事業」学校公開研究会

≪教育目標≫

・ものごとを正しく見つめ　判断できる人

・勤労を重んじ　責任をもって行動できる人

・創意工夫し　美を求める人

・心や体をきたえ　ねばり強い人

・自分や他人を尊重し　社会性豊かな人

≪研究主題≫

　基礎・基本の確かな定着を図る指導法の改善

～魅力ある学校づくりによる活力ある生徒の育成～

≪主な沿革≫

昭和６３年４月　花巻中学校から分離独立

平成２年３月　校舎増築

平成５年３月　校舎増築

平成６年３月　情報開発室コンピュータ設置

平成７年１１月　第二グランド完成

平成１９年２月　県学校歯科保健優良校受賞

≪教育目標≫

「心豊かで、たくましく生きる人に」

・進んで学習し、思慮深い生徒　（自主）

・強い体で、ねばり強い生徒　　（実践）

・心豊かで、協力する生徒　　　（協調）

≪研究主題≫

　意欲的に学習に取り組む生徒の育成

　～授業における既習事項の活用の工夫を通して～

校　　長　熊　谷　勇　夫
郵便番号　０２５－００９７
住　　所　花巻市若葉町二丁目１６－２２
電　　話　０１９８－２３－２１５１
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２３－２１５２

校　　長　松　原　一　彦
郵便番号　０２５－０００１
住　　所　花巻市天下田１８２
電　　話　０１９８－２４－８７６６
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２４－８１０５



―  ３３  ―

南 城 中 学 校　　　 湯 口 中 学 校　　　

≪主な沿革≫

昭和２７年３月　花巻中学校南分教室として西十二

丁目釜場に開校

昭和２８年４月　南城中学校となる

昭和５８年１１月　現在地に新築移転

平成１５年１１月　創立５０周年記念式典

≪教育目標≫

自ら学び　心ゆたかで　たくましい生徒

・真理を求め　進んで学習する生徒

・明朗で　心身ともにたくましい生徒

・正しく判断し　行動に責任をもつ生徒

・自分や他人を尊び　社会性豊かな生徒

≪研究主題≫

　確かな学力の育成を図るための指導はどうあれ

ばよいか

　～授業と家庭での学習における見通しを持たせ、

　　　　　　　意欲を喚起する学習活動を通して～

≪主な沿革≫

昭和４４年４月　花巻市立前田中学校と花巻市立湯

口中学校が統合し、総合花巻市立

湯口中学校創立

昭和４５年１２月　新校舎へ移転

昭和４７年３月　全校舎落成

平成元年３月　柔剣道場「若杉館」落成

≪教育目標≫

�１ 　自ら求め学習する生徒（自己教育力）【継続】

�２ 　自ら心身を鍛える生徒（たくましい心と体）

【自主】

�３ 　明るく思いやりのある生徒（豊かな心）【明朗】

�４ 　自他の良さを生かす生徒（個性の伸長）【感謝】

�５ 　すすんで働き協力する生徒（勤労と社会性）

【協働】

≪研究主題≫

「一人一人が主体的に学ぶ学習指導のあり方」

　～言語活動を活かした授業の工夫を通して～

校　　長　菊　池　敏　宏
郵便番号　０２５－００２１
住　　所　花巻市南城２５１
電　　話　０１９８－２３－４１４６
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２３－４６５９

校　　長　山　本　明　彦
郵便番号　０２５－００４２
住　　所　花巻市円万寺字法船２３
電　　話　０１９８－２８－２２３３
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２８－２２７９



―  ３４  ―

湯 本 中 学 校　　　 矢 沢 中 学 校　　　

≪主な沿革≫

昭和２２年４月　創立（旧青年学校独立校舎と小学

校校舎の一部を使用）

昭和５０年４月　現在地に新築移転

平成元年３月　柔剣道場「平成館」完成

平成１９年８月　校舎耐震補強工事完了

≪教育目標≫

・自ら進んで学習する生徒　　　　　　「英知」

・心身共にたくましい生徒　　　　　　「錬磨」

・思いやりのある心の豊かな生徒　　　「敬愛」

・心をこめて仕事をする生徒　　　　　「協働」

≪研究主題≫

生徒の「表現力」を高めるための指導の工夫

　～言語活動の充実を通して～

≪主な沿革≫

昭和２２年４月　創立

昭和２７年３月　校舎増築

昭和５３年７月　新校舎完成

昭和５９年１１月　校舎増築

平成２年３月　屋外環境整備完了

平成１２年３月　プール完成

≪教育目標≫

　「人間としての資質」（生きる力）を育てる

�１ 　進んで学び、自ら考えて行動する生徒

�２ 　強い意志と責任を持ち、協力して充実した

生活を送る生徒

�３ 　健康な体と豊かな心を持ち、品格のある生

徒

≪研究主題≫

　基礎・基本の定着を図り、確かな学力を育成す

る指導の在り方

　～「授業力」の向上をとおして～

校　　長　寺　林　拓　也
郵便番号　０２５－０３０４
住　　所　花巻市湯本４－１
電　　話　０１９８－２７－２７１９
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２７－２２６１

校　　長　藤　舘　　　茂
郵便番号　０２５－００１４
住　　所　花巻市高松５－４２
電　　話　０１９８－３１－２０２２
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－３１－２０９５



―  ３５  ―

宮野目中学校　　　 西 南 中 学 校　　　

≪主な沿革≫

昭和２２年４月　創立

昭和２７年１２月　新築移転

昭和５１年１０月　花巻空港拡張に伴い、現在地に新

築移転

　　　　１１月　学校給食共同調理場併設

平成１４年３月　同調理場改築

平成１８年１１月　校舎耐震補強工事完了

≪教育目標≫

・創造性を持ち、自ら進んで学習する生徒

・思いやりの心を持ち、行動する生徒

・仲間と協力して、より良い生活を築く生徒

・礼儀正しく、節度のある生徒

・自ら進んで体を鍛える生徒

≪研究主題≫

学習に主体的に取り組む生徒の育成

　～習得した知識・技能をもとに

　　　　表現を取り入れた授業の実践を通して～

≪主な沿革≫

昭和３５年４月　太田中学校と笹間中学校が統合し

西南中学校を創立

昭和３６年９月　新校舎（現在地）の一部が完成し、

授業開始

昭和３９年５月　新校舎が全面竣工

平成４年２月　校舎大規模改造工事完了

平成２０年６月　校舎改築工事完了

平成２１年１１月　学校公開研究会

平成２２年１月　体育館・柔剣道場完成

平成２２年１１月　校舎落成創立５０周年記念式典

平成２３年３月　プール・クラブハウス棟完成

　　　　　　　屋外環境整備工事完了

≪教育目標≫

　広い視野に立ち、希望に向かって自ら学ぶ創造

的な人間の育成

≪生活信条≫

　心はいつでもあたらしく毎日何かしらを発見する

高村光太郎

≪研究主題≫

　基礎・基本を身につけ意欲的に学ぶ生徒の育成

　～言語活動を促す学習活動を通して～

校　　長　細　川　泰　史
郵便番号　０２５－０００２
住　　所　花巻市西宮野目６－１５６－２
電　　話　０１９８－２６－２１１７
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２６－４１３２

校　　長　薄　衣　　　淳
郵便番号　０２５－０１３１
住　　所　花巻市轟木７－１２
電　　話　０１９８－２９－２３２１
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－２９－２８８６



―  ３６  ―

大 迫 中 学 校　　　 石鳥谷中学校　　　

≪主な沿革≫

昭和４２年４月　５校を廃止して大迫町立大迫中学
校設置

昭和４４年３月　統合中学校卒業式を新校舎生徒
ホールで行う

昭和４４年４月　実質統合中学校として発足
昭和４４年１１月　新校舎落成式、校歌・校旗制定
昭和４６年７月　プール開き
昭和５４年１０月　校門・記念碑建立
平成７年２月　柔剣道場落成
平成９年１１月　創立３０周年記念式典挙行
平成１８年１月　市町合併により花巻市立大迫中学

校と改称
平成１９年４月　米国ジェーシービルＭＳと姉妹校

提携
平成２０年１０月　４０周年記念合唱曲「大迫から始ま

る」制定

≪教育目標≫

　心豊かで、たくましい生徒の育成

１　よく考え、進んで学習する生徒
２　ねばり強く、おもいやりのある生徒
３　よく働き、社会に奉仕する生徒

≪研究主題≫

　自分の考えを表現することができる生徒の育成

　～言語活動の充実を図るための工夫を通して～

≪主な沿革≫

昭和３９年４月　統合石鳥谷町立石鳥谷中学校創立
校舎は石鳥谷、新堀、八幡、八重
畑の４校舎

昭和４０年３月　校歌・校旗制定
昭和４２年３月　新校舎に移転
昭和４３年１月　校舎・体育館落成
昭和４８年４月　石鳥谷町立山屋中学校を統合
平成４年１２月　第２体育館完成
平成６年１１月　統合３０周年記念式典・祝賀会
平成１１年８月　技術室更新
平成１８年１月　市町合併により花巻市立石鳥谷中

学校と改称
平成２０年３月　新体育館・柔剣道場完成
平成２１年１０月　新校舎完成
平成２３年３月　プール・クラブハウス棟完成
　　　　　　　屋外環境整備工事完了
平成２３年１０月　校舎改築記念式典・祝賀会

≪教育目標≫

１　自ら求めて学び　考えを深める生徒　【自主】
１　たくましく自己を鍛え　活力にみちた生徒

【練磨】
１　勤労と責任を重んじ　互いに協力し合う生徒

【協働】
１　自他を敬愛し　思いやりのある生徒　【敬愛】

≪研究主題≫

　積極的に課題に立ち向かう生徒を育てるための

学習指導法の実践的研究

　～見通しを持ち、主体的に取り組ませる
　　　　　　　　　　学習指導の工夫を通して～

校　　長　川　村　　　均
郵便番号　０２８－３２０２
住　　所　花巻市大迫町外川目２７－２２－１
電　　話　０１９８－４８－２２２１
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－４８－２２１６

校　　長　伊　藤　信　彦
郵便番号　０２８－３１６３
住　　所　花巻市石鳥谷町八幡６－３７－１
電　　話　０１９８－４５－３１１７
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－４５－３１１８



―  ３７  ―

東 和 中 学 校　　　

≪主な沿革≫

昭和３６年４月　東和町立東和中学校設置

生徒数１，１７３名

昭和４０年１１月　校舎落成式

昭和４２年４月　障がい児学級設置

昭和４５年１１月　１０周年記念式典

昭和４７年６月　クラブ室完成

昭和４９年５月　格技場・プール完成

昭和５５年３月　４校共同調理場完成

昭和６３年３月　第１回少年少女短期留学生派遣

　　　　　　　（米国クリントン市）

平成４年１２月　全天候型テニスコート設置

平成１３年１２月　新校舎完成

平成１５年３月　新体育館・柔剣道場・プール完成

平成１５年６月　新校舎落成記念式典

平成１６年１２月　夜間照明施設・クラブハウス完成

平成１８年１月　市町合併により花巻市立東和中学

校と改称

平成２０年４月　東和中・田瀬中が統合し、新生東

和中学校となる

平成２３年１２月　５０周年記念式典

≪教育目標≫

・自ら学び、自ら考える生徒の育成

・豊かな心を持ち、個性を生かせる生徒の育成

・心身を鍛え、たくましく生きる生徒の育成

≪研究主題≫

　「確かな表現力」を育てる授業の研究

　～「自分の考えをまとめ、伝え合う活動」を通して～

校　　長　山　蔭　知　也
郵便番号　０２８－０１１４
住　　所　花巻市東和町土沢５区２０
電　　話　０１９８－４２－４２２１
Ｆ Ａ Ｘ　０１９８－４２－４２２２



―  ３８  ―

高 等 学 校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成２４年５月１日現在

大学・大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成２４年５月１日現在

各 種 学 校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   平成２４年５月１日現在

特別支援学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成２４年５月１日現在

電　話所　在　地学級数生徒数教職員数校 長 名学　科　名学　校　名

２３－４１３４本館５４１９７３６人５９人鈴 木 晃 彦普通科県立花巻北高等学校

２３－４２３７中北万丁目２８８－１１５５７８人５５人吉 田 文 夫

普通科

・人文科学学系

・自然科学学系

・スポーツ健康科学学系

・国際科学学系

県立花巻南高等学校

２６－３１３１葛１－６８９３６２人５０人坂 本 裕 克

生物科学科

環境科学科

食農科学科

県立花巻農業高等学校

４５－３７３１
石鳥谷町北寺林

１１－１８２５－１
１２４６９人５６人遠 藤 敏 夫

情報工学科

ビジネス情報科

総合生活科

県立花北青雲高等学校

４８－３２２８大迫町大迫９－１９－１３１０１人２３人伊 藤 張 二普通科県立大迫高等学校

２４－２８２５松園町５５－１１９６４３人５８人小田島順造普通科私立花巻東高等学校

電　話所 在 地学　生　数教職員数学 長 名学　　　科学　部学校名

２３－６２２１下根子４５０－３

経済学科　　 ２０９人

経営法学科　 ５３２人

経営情報学科　９６人

小計　　　　 ８３７人

大学院　　　　４２人

合計　　　　 ８７９人

専　任４７人

非常勤４７人

職　員４６人

藤 原 隆 男

経済学科

経営法学科

経営情報学科

経済・経営システム研究科

経済学部

大 学 院

富士大学

電　話所　在　地学 級 数生 徒 数教職員数校 長 名科 種 別学　　校　　名

２２－４１３３花城町４－２８３１２５人１３人大 島 俊 克看 護 科花巻高等看護専門学校

２３－４２３９若葉町２－１４－３９４５６人２４人傅 野 昭 彦
理 容 科

美 容 科
岩手理容美容専門学校

電　話所　　在　　地学 級 数児童・生徒数教職員数校 長 名学　校　名

２８－２４２１太田２７－２０７－４４３１９１人１２８人

高屋敷英子

県立花巻清風支援学校　

０１９７－６８－２０９１北上市村崎野１７－１０１１人２人　北　上　分　教　室

０１９８－６２－３３５１遠野市東舘町１１－２８２５人３人　遠野分教室（小学校部）

０１９８－６４－２２８２遠野市附馬牛町下附馬牛１１－４３－１１２人２人　遠野分教室（中学校部）
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花巻市奨学資金（平成２４年度）

１　趣　旨

　向学心に燃える優秀な学徒で、経済的事由により就学困難な者に対し、学資の貸与を行い、有能な人材

を育成します。

２　資　格

１　花巻市に住所を有する者の子弟

２　平成２４年４月に高等学校以上の学校に在学する者

３　人物、学業とも優れ、かつ経済的理由により修学困難と認められる者

３　貸与月額及び採用数（平成２４年度実績）

４　貸与期間

　　貸与期間は、奨学生採用時から最短修業年限の終期まで

５　奨学金返還方法及び期限

�１ 　奨学金の返還方法は、貸与が終了するとき提出する奨学金借用証書及び同返還明細書により、年賦等

の方法により返還。（無利子、全額返還）

�２ 　返還期限は、貸与終了後翌月もしくは６か月を経過した後、１５年以内。

６　申請の手続き

提出書類

①　奨学金貸与申請書

②　誓約書

③　家庭状況書

○給与所得のみの場合「平成２３年分給与所得の源泉徴収票」

○給与所得及び給与以外の所得がある場合、事業所得者は「平成２３年分所得申告書（控）」を添付

のこと

④　承諾書

⑤　学校長の奨学生推薦書

⑥　履歴書

⑦　学業成績証明書

⑧　在学証明書または合格通知書（写し）

⑨　連帯保証人２名の印鑑証明書

継続採用者新規採用者平成２４年度貸与月額区　　　　分
　１０人　９人１５，０００円高等学校（高等専門学校１～３年を含む）

　６１人３２人３０，０００円
大 学 ・ 短 期 大 学 ・ 大 学 院

（看護専門学校・各種学校等を含む）
　７１人４１人計

※平成２４年５月１８日現在



―  ４０  ―

平成２４年度　花巻市教育研究所運営計画

１　運営方針

　未来に生きる花巻市の児童生徒の健やかな成長と確かな学力の向上を目指し、花巻市教育研究所が有す

る機能を生かし、学校教育上の課題解決及び教職員の資質向上に関する専門的・技術的事項の調査や研究、

研修を推進し、本市の教育水準の向上に努める。

２　本年度の重点

�１ 　学校教育上の課題に関する先導的な研究を推進する。

　①　研究班による共同研究を充実させるとともに、研究成果の普及を図る。

　②　学校自らが取り組む現職教育の一つとして一人一研究を奨励する。

�２ 　教職員の資質の向上と指導力の育成を図る研修会を推進する。

　①　授業改善、学級経営に関する研修の充実を図る。

　②　自主的計画に基づく教科等部会研修の充実を図る。

�３ 　児童生徒・保護者・教職員からの教育に関する相談に応じ、課題解決の支援を行う。

３　各事業について

　教育研究所は、教育課程及び教材の調査研究、教育指導技術の調査研究、教育に関する実態調査、教育

相談、適応指導、生徒指導、教職員の研修、その他必要な調査研究等の事業を行う。

　また、教育相談室と適応指導教室（風の子ひろば）の運営と特別支援教育の推進を行う。

�１ 　研究事業

　本市における教育上の諸課題に関する調査・研究を推進し、有効な課題解決の方策を明らかにするも

のである。研究の対象は、本市の課題として重要かつ緊急性があり、各教科・領域・総合的な学習の時

間の指導、学校・学級経営、生徒指導、教育相談、特別支援教育、少人数学級・少人数指導、情報教育

等、主として学校教育に関するものとする。

　研究班による共同研究及び一人一研究を推進し、その成果を教育研究所全体会及び研究紀要の発刊等

で公開する。

　　①　研究班による共同研究

　本市の課題である「確かな学力」の向上、「豊かな人間性」の育成に関わり、教育の質的向上を図

るため研究員を委嘱し、調査・研究を実施する。

ア　研究班は研究主題を設け、年間計画にそって研究し、教育研究所全体会及び、所報「はなまき」

で発表する。複数年取り組むことを原則とする。

イ　１つの班に、教諭等から数名を研究員として委嘱する。各班に指導主事等を加えて助言、支援等

を継続的に行う。

　平成２４年度研究班（３班）

　ａ　生徒指導研究班

　ｂ　保幼小連携研究班

　ｃ　学習指導班
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　　②　一人一研究

　一人一研究は、自分が教育課題としていることについて主体的に研究し、教育実践を積み重ねるも

のである。児童生徒の実態に応じて工夫した活動、教材、指導過程、行事等についてまとめ、考察を

加えることは教職員の資質向上に有効である。

平成２４年度は以下のとおり進める。

ア　一人一研究の資料作成や交流の進め方については各学校の校内研究及び研修計画に委ねる。各校

では自校の実態や課題に対応する一人一研究の位置づけ、進め方を定める。

イ　校長及び運営委員は、優れた研究を教育研究所発表会に推薦するよう努める。

　　③　教育研究所研究発表会（１月２８日（月）午後）

以下に示す研究成果を発表し、成果の浸透を図る。

ア　研究班による共同研究

　　生徒指導研究班、保幼小連携研究班、学習指導班

イ　一人一研究発表

　�２ 　研修事業

　本市における教育上の重要な諸課題の解決のため、中部教育事務所と連携し、教職員の現職教育を積

極的、効率的に推進し、教職員の資質の向上と指導力の一層の充実を図る。

　特に、自主的計画に基づく教科等部会研修を中心とした研修事業を推進する。

　　①　教科等部会研修

　花巻市内小・中学校児童生徒の学習活動の一層の充実を期すため、授業研究を中心に花巻市内を主

会場として研修を推進する。

ア　花巻市内の小中学校に勤務する教職員を対象とする。

イ　全員がいずれかの部会に所属し、各部会の自主的計画による授業研究会等を実施したり、各校の

研究や授業実践の交流を図ったりすることにより、指導力の向上を目指す。

　　②　小中交流研修

　中学校学区ごとに各地区の児童生徒の実態を把握し、学習指導、生徒指導等の課題の解決を図るた

めの情報交流、意見交流等を進める。

　　③　職能別研修（中部教育事務所との共催）

　初任者研修、校長研修講座、教務主任研修会、研究主任研修会、栄養職員・食育担当者研修会、図

書館担当研修会、新任保健主事研修会、養護教諭研修会等

　　④　特別研修

　�３ 　教育相談事業

　　①　生徒指導

　教育相談員をまなび学園教育相談室に配置し、来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　　②　適応指導

ア　教育相談員をまなび学園「風の子ひろば」に配置し、当該児童生徒の指導にあたる。

備　　考対　象月　日趣　　　旨事　業　名　等

小学校：

国算各校１名

中学校：

国社数理英教

科担当

８月～１２月

の半日

外部講師の講義及び模範授業により、

教員の意識とともに、指導力・授業

力を高め、「わかる授業」を児童生徒

に提供する。このことにより、児童

生徒の学力向上を図る。

花 巻 市 学 力 向 上

支 援 事 業
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イ　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　　③　就学指導

　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　　④　特別支援教育

　教育相談員による来談・電話への対応及び学校訪問を実施する。

　�４ 　教育情報事業

　　①　資料の収集、整備及び活用

ア　教育に関する図書整備

イ　研究物・教育資料等の収集・整理

　　②　教育情報の発信

ア　研究物、教育資料等の提供

イ　所報「はなまき」の発行

　�５ 　副読本等作成事業

　　①　小学校社会科副読本

　　　　「わたしたちの花巻」指導資料を作成する。

　　②　小学校社会地図

　　③　小学生のための宮澤賢治

４　事務局役割分担

備　　　　考主　た　る　職　務　内　容人数職　　名

兼務（副参事兼小中学校課長）教育研究所運営の統括１名所 長

兼務（主幹兼課長補佐）教育研究所運営に関すること１名次 長

兼務（副主幹兼係長）教育研究所運営に関すること１名主 査

兼務（上席主任）教育研究所運営事務・経理１名主 任

兼務教育研究所企画・立案・事業推進５名
主 任

（指導主事）

専任（非常勤）
教育相談に関すること（特別支援教育、適応指

導、生徒指導）及び適応指導教室に関すること
５名教育相談員

１４名計
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学校保健統計

�１ 　平成２３年度　小学校体力・運動能力調査結果

（男子）

比較指数は％　全国平均は平成２２年度　県平均は平成２３年度　

・実施した４８項目の２９％（１４項目）が全国・県平均を上回っている。

・反復横跳びは、１，４，５学年で全国・県平均を上回っている。

・５０Ｍ走は、１，３，５学年が全国平均、県平均を上回っている。

・握力と長座体前屈とソフトボール投げは、全学年とも全国、県平均を下回っている。

・　　　　　　は、全国・県平均より優れている。
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学　
　
　
　

年

９．２１１１５．１３１１．５５１７．６２２７．０９２５．８７１１．１２９．５６全 国
１　
　

年

８．９８１１１．７８１１．７３１８．８８２７．４０２５．５５１１．４０９．４６県
９．１３１１８．６１１１．５３１８．９７２８．１８２５．５４１１．２７９．２３花 巻 市
９９．１１０３．０１００．２１０７．７１０４．０９８．７１０１．３９６．５全国比較指数
１０１．７１０６．１１０１．７１００．５１０２．８１００．０９８．９９７．６県比較指数
１２．９６１２６．４４１０．６９２６．５８３１．５３２６．８９１３．５７１１．０７全 国

２　
　

年

１２．７０１２４．４５１１．１７２８．８８３１．９１２７．２０１３．７８１１．２２県
１２．９４１２５．６２１０．９１２８．１１３１．５８２６．５９１３．７２１０．６７花 巻 市
９９．８９９．４９８．０１０５．８１００．２９８．９１０１．１９６．４全国比較指数
１０１．９１００．９１０２．４９７．３９９．０９７．８９９．６９５．１県比較指数
１７．４９１３７．３７１０．１８３６．６７３５．４７２９．３２１５．６４１３．０５全 国

３　
　

年

１７．００１３３．８７１０．３３３８．０２３５．３８２８．８９１５．８２１２．９０県
１６．８２１３５．８５１０．１２３８．６５３４．１２２７．３１１５．６２１１．９０花 巻 市
９６．２９８．９１００．６１０５．４９６．２９３．１９９．９９１．２全国比較指数
９８．９１０１．５１０２．１１０１．７９６．４９４．５９８．７９２．２県比較指数
２１．９７１４６．４５９．６８４３．４０３８．３１３０．５０１７．７９１５．１７全 国

４　
　

年

２１．０３１４３．７１９．９７４５．８９３９．２４３０．２１１７．５６１５．０６県
２１．６２１４６．６４９．８７４６．２４４０．４４２８．８８１７．７２１４．４７花 巻 市
９８．４１００．１９８．１１０６．５１０５．６９４．７９９．６９５．４全国比較指数
１０２．８１０２．０１０１．０１００．８１０３．１９５．６１００．９９６．１県比較指数
２５．９７１５５．７９９．２４５３．４８４２．６８３３．００１９．９９１７．１９全 国

５　
　

年

２５．８５１５３．８１９．５１５３．６３４２．７７３２．７６１９．６５１７．５４県
２５．９２１５５．１４９．２１５５．７０４２．８９３１．１２２０．０５１６．９０花 巻 市
９９．８９９．６１００．３１０４．２１００．５９４．３１００．３９８．３全国比較指数
１００．３１００．９１０３．３１０３．９１００．３９５．０１０２．０９６．４県比較指数
３０．７８１６７．２７８．８２６４．３１４６．５６３５．３１２２．１２２０．３０全 国

６　
　

年

２９．９２１６２．５１９．１３６２．２０４６．１４３４．７２２１．８４２０．３４県
２９．５１１６４．５８９．１１６３．３７４６．３０３３．４２２２．１５１９．４５花 巻 市
９５．９９８．４９６．８９８．５９９．４９４．６１００．１９５．８全国比較指数
９８．６１０１．３１００．２１０１．９１００．３９６．３１０１．４９５．６県比較指数
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（女子）

比較指数は％　全国平均は平成２２年度　県平均は平成２３年度　

・実施した４８項目の５６％（２７項目）が全国・県平均を上回っている。

・上体起こし及び立ち幅跳びは、すべての学年で全国・県平均を上回っている。

・２０Ｍシャトルランは、２学年以外の学年が全国・県平均を上回っている。２学年も全国平均は上回って

いる。

・５０Ｍ走は、１学年が全国・県平均を上回っているが、それ以外の学年は全国平均を下回っている。

・長座体前屈では、６学年が全国平均を４学年が県平均を上回っているが、それ以外の学年は全国・県平

均を下回っている。

・握力は、全学年で県平均を下回っている。

・　　　　　　は、全国・県平均より優れている。
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分

学　
　
　
　

年

５．９５１０４．９８１１．９２１４．３３２６．３６２８．２８１０．３８８．８７全 国
１　
　

年

６．１３１０５．５８１２．０３１６．３３２６．６８２７．８２１０．８６８．８０県
６．３７１０９．６４１１．９２１７．４４２６．７７２７．６０１１．１５８．６３花 巻 市
１０７．１１０４．４１００．０１２１．７１０１．６９７．６１０７．４９７．３全国比較指数
１０３．９１０３．８１００．９１０６．８１００．３９９．２１０２．７９８．１県比較指数
８．０４１１７．９０１１．０３２０．８０３０．４６３０．０５１２．９４１０．５６全 国

２　
　

年

８．２９１１７．２３１１．２３２２．８３３０．７８２９．９２１３．４８１０．７３県
７．９２１１９．１６１１．１０２２．２８３０．１９２９．２８１３．９３９．９８花 巻 市
９８．５１０１．１９９．４１０７．１９９．１９７．４１０７．７９４．５全国比較指数
９５．５１０１．６１０１．２９７．６９８．１９７．９１０３．３９３．０県比較指数
９．９３１２８．１５１０．４９２６．４９３３．５１３２．３９１４．５０１２．２８全 国

３　
　

年

１０．５２１２６．８０１０．５６２９．４５３４．１４３２．１８１５．１７１２．２１県
１０．５２１３０．５４１０．５８２９．４６３３．８８３１．９８１５．２７１１．６０花 巻 市
１０５．９１０１．９９９．１１１１．２１０１．１９８．７１０５．３９４．５全国比較指数
１００．０１０２．９９９．８１００．０９９．２９９．４１００．７９５．０県比較指数
１２．１９１３６．９９９．９８３２．９１３６．６９３４．４０１６．４２１４．４６全 国

４　
　

年

１２．８８１３７．３１１０．０７３５．３７３７．５８３３．６２１６．６５１４．２９県
１３．１８１４１．９７１０．０８３８．３２３８．８７３３．７９１７．１０１４．２７花 巻 市
１０８．１１０３．６９９．０１１６．４１０５．９９８．２１０４．１９８．７全国比較指数
１０２．３１０３．４９９．９１０８．３１０３．４１００．５１０２．７９９．９県比較指数
１５．００１４６．３４９．５２４１．３６４０．１５３６．９３１８．４１１６．９８全 国

５　
　

年

１５．３３１４６．０２９．７６４２．６９４０．２８３６．９２１８．２６１６．９６県
１５．９１１４７．８５９．７２４３．３３４１．００３５．７９１８．５５１６．４１花 巻 市
１０６．１１０１．０９７．９１０４．８１０２．１９６．９１００．８９６．６全国比較指数
１０３．８１０１．３１００．４１０１．５１０１．８９６．９１０１．６９６．８県比較指数
１７．４５１５５．３４９．１７４８．３７４３．２５３９．６６１９．４６１９．６６全 国

６　
　

年

１７．９４１５６．１４９．３８４９．２４４３．４７３９．７７２０．０７２０．０３県
１９．１６１６０．２３９．２２５３．３１４４．５１３９．７４２０．９０１９．８０花 巻 市
１０９．８１０３．１９９．５１１０．２１０２．９１００．２１０７．４１００．７全国比較指数
１０６．８１０２．６１０１．７１０８．３１０２．４９９．９１０４．１９８．９県比較指数



―  ４５  ―

�２ 　平成２３年度　中学校体力・運動能力調査結果

（男子）

比較指数は％　全国平均は平成２２年度　県平均は平成２３年度　

・実施した２４項目の６７％（１６項目）が全国・県平均を上回っている。

・上体起こし、反復横跳び、ハンドボール投げは、すべての学年で全国・県平均を上回っている。

・５０Ｍ走は、１学年が全国・県平均を上回っている。２，３学年は県平均は上回っている。

・　　　　　　は、全国・県平均より優れている。
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分

学　
　
　
　

年

１８．８９１８１．０５８．５６７０．８６４８．７５３９．５０２３．７８２４．６９全 国
１　
　

年

１９．０５１８１．９２８．６４７０．８０４９．１１４０．９９２４．１５２５．７６県
１９．７６１８６．６９８．４７７２．６８５０．９５４１．９４２５．５８２５．６９花 巻 市
１０４．６１０３．１１０１．１１０２．６１０４．５１０６．２１０７．６１０４．１全国比較指数
１０３．７１０２．６１０２．０１０２．７１０３．７１０２．３１０５．９９９．７県比較指数
２１．９３１９８．２６７．８８８９．４４５２．９０４３．５３２７．４１３１．０４全 国

２　
　

年

２２．１８１９８．０５８．０１８６．８１５１．９３４４．４８２７．７８３１．２４県
２２．６０１９８．０２７．９１８５．９０５３．１３４６．０６３０．１３３１．３９花 巻 市
１０３．１９９．９９９．６９６．０１００．４１０５．８１０９．９１０１．１全国比較指数
１０１．９１００．０１０１．３９９．０１０２．３１０３．６１０８．５１００．５県比較指数
２４．４１２１３．１２７．５１９５．５７５５．４５４７．３５２９．９５３５．８２全 国

３　
　

年

２４．５９２１２．０６７．６４９４．３５５５．１６４８．６６３０．０７３６．５６県
２５．１９２１２．８３７．５２９３．６８５５．７６４８．１４３１．１２３６．６３花 巻 市
１０３．２９９．９９９．９９８．０１００．６１０１．７１０３．９１０２．３全国比較指数
１０２．４１００．４１０１．６９９．３１０１．１９８．９１０３．５１００．２県比較指数



―  ４６  ―

（女子）

比較指数は％　全国平均は平成２２年度　県平均は平成２３年度　

・実施した２４項目の５０％（１２項目）が全国・県平均を上回っている。

・全ての項目で全国平均を上回っている。

・　　　　　　は、全国・県平均より優れている。
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分

学　
　
　
　

年

１２．４０１６４．２１９．０３５０．８７４４．３５４２．００２０．５５２２．０３全 国
１　
　

年

１４．６７１６９．５７８．９２５０．０８４９．１４４７．３７２３．１９２５．６９県
１３．２４１７１．３６８．９４５２．９３４５．８８４６．８５２２．３６２２．９７花 巻 市
１０６．８１０４．４１０１．０１０４．０１０３．４１１１．５１０８．８１０４．３全国比較指数
９０．３１０１．１９９．８１０５．７９３．４９８．９９６．４８９．４県比較指数
１３．８９１７０．１２８．８１６０．０２４６．２４４５．０４２２．７８２４．４７全 国

２　
　

年

１５．２３１６９．５８８．７０５２．３１４８．２６４９．４３２４．４９２６．７１県
１４．３８１７３．００８．６３６０．５０４８．１７４８．７２２５．６１２５．２１花 巻 市
１０３．５１０１．７１０２．１１００．８１０４．２１０８．２１１２．４１０３．０全国比較指数
９４．４１０２．０１００．８１１５．７９９．８９８．６１０４．６９４．４県比較指数
１４．５９１７１．７１８．７３５９．３５４６．９２４６．５７２３．８４２５．６７全 国

３　
　

年

１５．５９１７２．６０８．８４５２．０３４８．８２５０．４１２４．９７２８．２０県
１５．８４１７９．１２８．６０６１．１７４８．１９５１．１６２６．０２２７．２４花 巻 市
１０８．６１０４．３１０１．５１０３．１１０２．７１０９．９１０９．１１０６．１全国比較指数
１０１．６１０３．８１０２．８１１７．６９８．７１０１．５１０４．２９６．６県比較指数


